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『⾼脂⾎症とは？』

 検診や⼈間ドックの結果に「⾼脂⾎症を認めます」と記載されている⽅は多いと思われ
ますが、いったいどんな病気なのでしょうか。
⾼脂⾎症とは⾎液中の脂質が正常よりも多い状態をいい、具体的には
１、総コレステロール２２０ｍｇ／ｄｌ以上（⾼コレステロール⾎症）
２、中性脂肪１５０ｍｇ／ｄｌ以上（⾼トリグリセライド⾎症）
のいずれか⼜は両⽅を⽰したときに診断されます。

 ただし、コレステロールは⾷事の影響をあまり受けませんが、中性脂肪は⾷事中の脂肪
の影響を受けるために、１２時間以上の絶⾷の後に測定する必要があります。また、コレ
ステロールにはいくつかの種類が存在するため、総コレステロールが⾼いときはどの種類
のコレステロールが増加しているのかを調べる必要があります。

『症状は？』

 ⾼脂⾎症はそれ⾃体ではほとんど⾃覚症状はなく、総コレステロールや中性脂肪（トリ
グリラライド）が⾼い状態でも短期的には多くの場合無症状です。このため、検診や⼈間
ドック等で発⾒されることが多く、また早期発⾒されたにもかかわらず症状が無いため、
放置されたり治療を⾃⼰判断で中⽌してしまうことが多いのがこの病気の特徴です。

『放置しておくと？』
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 何の⾃覚症状もない⾼脂⾎症はなぜ治療の必要があるのでしょうか。コレステロールは
細胞膜やホルモンの原料であり、体にとって必要不可⽋のものです。しかし、過剰な状態
が持続すると数⼗年単位で動脈に障害を引き起こし動脈硬化を起こすからです。

 動脈硬化とは、⾎管の中に⾎の固まりや脂肪を取り込んだ細胞などが付着し、動脈の中
の⾎液の流れを悪くする状態のことです。進⾏すると完全に⾎液が流れなくなることがあ
り、⼼臓の⾎管がつまれば⼼筋梗塞を、脳の⾎管がつまれば脳梗塞を引き起こします。特
にＬＤＬコレステロールという種類のコレステロールが⾼値（１４０ｍｇ／ｄｌ以上）の
場合、動脈硬化を進⾏させると⾔われており、このため悪⽟コレステロールと呼ばれてい
ます。これに対しＨＤＬコレステロールは⾎管の壁の過剰なコレステロールを肝臓に運び
込み、動脈硬化の進⾏を防ぐ働きをするため善⽟コレステロールと呼ばれ⾼値の場合は⼼
配ありませんが、低値（４０ｍｇ／ｄｌ未満）の場合は治療が必要になります。

 また、中性脂肪には主にエネルギー源として活⽤され過剰なものは⽪下脂肪などに変え
られ体内に蓄えられます。中性脂肪も動脈硬化を引き起こす可能性が⾔われていますが、
コレステロールのように明確な関連性は確認されていません。しかし、肥満や糖尿病など
を引き起こし間接的には動脈硬化を引き起こす可能性が⾼いと考えられています。

『治療⽅法は？』

 治療はまず⾷事療法と運動療法を⾏い３〜６ヶ⽉ほど経過を観察し、効果が認められな
い場合は薬物療法を併⽤していきます。

１ ⾷事療法
 ⾷事療法は段階的に⾏われ、まず第１段階では摂取エネルギーと脂肪量の制限を
⾏います。そして改善がない場合は⾼コレステロール⾎症、⾼トリグリセライド⾎
症、低ＨＤＬーコレステロール⾎症のそれぞれの病態に合わせて様々な制限を段階
的に加えていきます。

２ 運動療法
 運動療法により影響を受けるのは中性脂肪の低下とＨＤＬコレステロールの増加
であり、総コレステロールの低下に対する効果は現在のところはっきりした結果は
得られていません。また、運動療法を開始するにあたっては⼼臓疾患等がないかを
みるために予めメディカルチェックが必要です。具体的には歩⾏等の軽い運動から
開始し、１回の継続時間を２０分以上、１⽇に３０分〜１時間、１週間に３⽇以上
を⽬標に⾏います。⾷事療法も運動療法も個⼈個⼈処⽅が異なりますので必ず医療
機関での指導を受けることが重要です。

３ 薬物療法
 現在多くの治療薬が開発されています。主な作⽤機序はコレステロールの吸収を
抑える、コレステロールの排除を促す、コレステロールの合成を抑える等です。⾃
分の状態に適した薬の処⽅を受け⾷事療法、運動療法と併⽤し⾃分の判断で勝⼿に
内服を中⽌しないことが⼤切です。
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 ⾼脂⾎症は⾷事、運動、喫煙等の⽣活習慣と密接に関係のある⽣活習慣病の⼀つであ
り、多くの場合、⽣活習慣を⾒直すことにより改善が⾒られます。

 また、他の⽣活習慣病（糖尿病、⾼⾎圧症、⾼尿酸⾎症、肥満等）の予防にもなります
ので根気強く治療を続けることが⼤切です。
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